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有明海と八代海北部で珪藻類の赤潮が発生しています。 
 

本日、熊本県が有明海と八代海北部を調査したところ、広範囲で珪藻類（優占種：キート

セロス属、アステリオネロプシス属、スケレトネマ属）の赤潮が発生しています（細胞数は

下図を参照して下さい）。 

本県において本種により魚介類がへい死したことはありませんが、養殖ノリの生育に必

要な海中の栄養塩を吸収するので、今後の動向に注意してください。 

図 赤潮発生海域 
赤潮情報 
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※珪藻による明瞭な着色域は確認されませんでした。 

図中の破線で囲まれた分は濁りによる着色域です。 

※点線枠内の数字は海水１mL 当たりの珪藻類（ｷｰﾄｾﾛｽ

属、ｱｽﾃﾘｵﾈﾛﾌﾟｼｽ属、ｽｹﾚﾄﾈﾏ属の合計数）の細胞数です。 

スケレトネマ属 

Skeletonema spp. 

キートセロス属 
Chaetoceros spp. 

０ｍ １５００ 

５ｍ １８００ 

10ｍ １３００ 

 

０ｍ １３００ 

５ｍ  ８２０ 

８ｍ １８００ 

０ｍ  ６００ 

５ｍ  ３００ 

10ｍ １９００ 

 

０ｍ １３００ 

５ｍ ２６００ 

10ｍ  ４００ 

 

０ｍ ３４００ 

５ｍ ２５００ 

10ｍ ２０００ 

 

０ｍ  ７００ 

５ｍ  ７５０ 

10ｍ １２００ 

 

０ｍ １１００ 

５ｍ ２０００ 

６ｍ １７００ 

０ｍ １５００ 

５ｍ １３００ 

９ｍ ２４００ 

０ｍ ５９００ 

濁りによる

着色域 

https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/95/1794.html

